
（仁木町）公衆無線ＬＡＮ環境整備支援事業・事業の概念図

目的

・発災時～避難所開設～避難所移転・集約～避難所閉鎖までの期間を通じ、地域住民の避難行動、避難所での情報支援を行う

事業の概要

・自治体の持つ災害関連情報の提供、緊急事態時の重層的なインターネット接続手段の一環を提供することを可能とし、防災・減災に資する地域防
災計画の一要素とする。

既設Ｗｅｂサーバ

総事業費：7,436千円（税込）
補助申請額：4,434千円（税込）
補助対象事業費：6,651千円（税込）
整備箇所数：５箇所
（屋内型アクセスポイント２０台）

無線ＬＡＮによる情報配信
○バックホール回線は、既存業務網（施設中央監視
装置用）を活用

○配信内容は、平時はＨＰにより行政･観光情報を、
災害時はＨＰにより避難関連情報を配信。

役場庁舎等複合施設
（仁木町役場、町民センター、保健センター）

屋内ＡＰを１８台設置
※町民センター、保健センターは指定避難所

【平 時】

【災害時】

【災害時】

住民課 ○行政･観光情報・お知
らせ情報を確認

○タブレットを使用した
行政手続きに係る遠隔
手話通訳

○その他、来庁者の用
途に応じた利用

○災害情報・避難関連
情報を確認

○備蓄品リアルタイム在
庫管理

※大規模災害時は役場
議場・委員会室等も避
難所として開放

大江コミュニティセンター・大江へき地保育所
に屋内ＡＰを２台設置

※両施設は指定避難所で併設

【平 時】

○行政･観光情報・お知らせ情報を確認
○備蓄品在庫管理
○その他、来訪者の用途に応じた利用

無線ＬＡＮによる情報配信
○公衆網（光）未整備地区のため、町整備済の光ファ
イバー網を活用。※ただし、今後、公衆網（光）が整
備された場合は、切替予定

○配信内容は、平時はＨＰにより行政･観光情報を、
災害時はＨＰにより避難関連情報を配信。

○災害情報・避難関連情報
を確認

○備蓄品リアルタイム在庫
管理

災害時は役
場職員又は
管理者が認
証フリーに

設定

町整備の光
ファイバー網

を活用

※公衆網（光）
整備後は、切

替予定

制御機能は、クラウド型とする。

点線の枠内が補助対象として申請するもの


